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一　
令
和
元・二
年
度
の「
災
害
の
記
憶
」事
業

　

本
稿
は
、
令
和
元
年
度
及
び
令
和
二
年
度
に
実
施
さ
れ
た
文
化

庁
補
助
金
事
業
「
地
域
に
眠
る
「
災
害
の
記
憶
」
と
文
化
遺
産
を

発
掘
・
共
有
・
継
承
す
る
事
業（

１
）」（

以
下
「「
災
害
の
記
憶
」
事
業
」

と
い
う
。）
の
う
ち
、
和
歌
山
県
立
文
書
館
（
以
下
「
文
書
館
」
と

い
う
。）
が
民
間
所
在
資
料
保
存
状
況
調
査
（
以
下
「
民
間
所
在
資

料
調
査
」
と
い
う（

２
）。）

と
位
置
付
け
る
部
分
に
つ
い
て
の
報
告
で
あ

る
。

　
「
災
害
の
記
憶
」
事
業
は
、
実
施
主
体
で
あ
る
和
歌
山
県
立
博
物

館
施
設
活
性
化
事
業
実
行
委
員
会（
以
下「
実
行
委
員
会
」と
い
う
。）

の
下
、
和
歌
山
県
立
博
物
館
を
中
心
に
同
県
教
育
庁
文
化
遺
産
課
、

文
書
館
、
和
歌
山
大
学
、
地
域
資
料
ネ
ッ
ト
「
歴
史
資
料
保
全
ネ
ッ

ト
・
わ
か
や
ま
」
等
が
協
働
す
る
事
業
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
平
成
三
十
年
度
ま
で
は
、
例
年
、
事
業

対
象
地
域
を
特
定
し
、
同
地
域
内
に
お
け
る
過
去
の
災
害
に
関
す

る
記
録
、
記
念
碑
、
口
碑
、
痕
跡
、
遺
跡
等
を
中
心
に
、
未
指
定

の
も
の
を
含
む
文
化
財
の
所
在
確
認
調
査
を
行
い
、
ま
た
、
現
在

の
自
主
防
災
組
織
活
動
等
の
調
査
も
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
令
和
元
年
度
は
、
前
年
度
ま
で
の
調
査
成
果
を
基
に

高
校
生
向
け
啓
発
冊
子
『「
災
害
の
記
憶
」
を
未
来
に
伝
え
る
―
和

歌
山
県
の
高
校
生
の
皆
さ
ん
へ
―（

３
）』

を
発
行
し
、
県
内
全
高
校
に

配
布
す
る
こ
と
を
事
業
の
中
心
に
据
え
た
。
し
た
が
っ
て
事
業
対

象
地
域
は
特
定
さ
れ
ず
、
同
冊
子
編
さ
ん
の
た
め
の
調
査
が
主
に

行
わ
れ
た
た
め
、
民
間
所
在
資
料
調
査
は
、
過
去
の
調
査
に
関
連

す
る
追
加
調
査
等
に
限
ら
れ
た
（
表
１
）。

　

令
和
二
年
度
は
従
来
の
実
施
方
法
に
戻
し
、
事
業
対
象
地
域
を

令
和
元
・
二
年
度
の
民
間
所
在
資
料
保
存
状
況
調
査
に
つ
い
て

                       

―
湯
浅
町
・
広
川
町
―

藤
　
　
　
隆
　
宏
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冊
子
『
先
人
た
ち
が
残
し
て
く
れ
た
「
災
害
の
記
憶
」
を
未
来
に

伝
え
る
―
命
と
文
化
財
と
を
守
る
た
め
に
―
』
Ⅵ（

７
）を

発
行
し
て
湯

浅
町
及
び
広
川
町
の
全
戸
に
配
布
し
、
現
地
学
習
会
「
歴
史
か
ら

学
ぶ
防
災
―
命
と
文
化
遺
産
と
を
守
る
―（

８
）」

を
開
催
し
た
。

　

両
者
と
も
に
、
文
書
館
は
三
本
ず
つ
計
六
本
の
報
告
を
担
当
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
う

ち
四
本（

９
）は

、
文
書
館
が

令
和
元
年
度
か
ら
稲
む

ら
の
火
の
館
及
び
県
立

耐
久
高
校
と
の
協
働
で

進
め
て
き
た
各
所
蔵
資

料
の
デ
ジ
タ
ル
化
及
び

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

「
和
歌
山
県
歴
史
資
料

ア
ー
カ
イ
ブ
」
で
の
公

開
事
業
等
の
成
果

（
（1
（

を
報

告
す
る
内
容
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
令
和
二
年

度
の
「
災
害
の
記
憶
」

有
田
郡
湯
浅
町
及
び
広
川
町
と
し
て
実
施
し
た
（
表
１（

４
））。

同
年

度
、
和
歌
山
県
立
博
物
館
は
、
広
川
町
及
び
湯
浅
町
域
の
資
料
を

多
数
展
示
す
る
夏
休
み
企
画
展
「
生
誕
二
〇
〇
年
記
念 

稲
む
ら
の

火 

濱
口
梧
陵（

５
）」

を
開
催
し
た
。
同
館
は
、
同
展
覧
会
関
連
の
資
料

調
査
を
「
災
害
の
記
憶
」
事
業
調
査
と
兼
ね
て
集
中
的
に
行
っ
た
。

し
か
し
、
文
書
館
等
の
他
の
機
関
は
、
令
和
元
年
度
後
半
か
ら
深

刻
化
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
に
よ
り
、
特

に
上
半
期
に
お
い
て
出
張
・
調
査
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た（

６
）。

し
た
が
っ
て
、
令
和
二
年
度
の
「
災
害
の
記
憶
」
事
業
の
調
査
対

象
は
、
公
的
機
関
が

保
有
す
る
も
の
を
除

い
て
は
、
同
展
覧
会

が
採
り
上
げ
た
濱
口

梧
陵
・
安
政
地
震
津

波
に
関
係
す
る
も
の

が
中
心
と
な
っ
た
。

　

令
和
二
年
度
の
事

業
成
果
の
地
域
へ
の

還
元
と
し
て
は
、
小

写真 1　湯浅町役場での調査
　　　　　　　　（令和 2 年 4 月 15 日）

写真 2　広川町での現地学習会（令和 3 年 2 月 27 日）

表１　令和元・２年度「災害の記憶」事業調査等一覧
調査実施日 調査等対象市町村 備考

1 令和元年　６　月29日 広川町・湯浅町
2 　　　　　７　月　８　日 印南町
3 　　　　　７　月23日 印南町 文書館は不参加
4 　　　　　７　月24日 印南町
5 ７月31日～８月１日 串本町
6 　　　　　８　月　７　日 新宮市 平成 29 年度事業の関連調査
7 　　　　　９　月　４　日 新宮市 平成 29 年度事業の関連調査
8 　　　10月　7　日～11日 すさみ町・串本町・那智勝浦町・太地町・田辺市・日高川町・御坊市・美浜町・海南市
9 　　　　10月19日 広川町 文書館は不参加
10 　　　　10月29日 御坊市
11 10月26日～10月27日 新宮市・北山村・田辺市
12 　　　　11月　５　日 紀の川市
13 　　　　11月29日 広川町
14 令和２年　１　月15日 和歌山市
15 　　　　　１　月21日 国立研究開発法人水産研究 · 教育機構中央水産研究所 · 東京海洋大学
16 　　　　　１　月22日 新宮市 平成 29 年度事業の関連調査
17 　　　　　１　月26日 上富田町 文書館は不参加
18 　　　　　２　月　２　日 和歌山市
19 　　　　　１　月　７　日 新宮市 文書館は不参加
20 　　　　　２　月　７　日 広川町
21 　　　　　　　　　２月17日～18日 千葉県銚子市
22 　　　　　４　月　８　日 湯浅町・広川町 湯浅町・広川町との打合せも行う
23 　　　　　４　月15日 湯浅町
24 　　　　　４　月16日 広川町 文書館は不参加
25 　　　　　４　月24日 広川町 文書館は不参加
26 　　　　　４　月28日 広川町 文書館は不参加
27 　　　　　５　月　８　日 広川町・湯浅町 文書館は不参加
28 　　　　　５　月13日 広川町・湯浅町 文書館は不参加
29 　　　　　５　月19日 広川町・湯浅町 文書館は不参加
30 　　　　　５　月27日 湯浅町・広川町
31 　　　　　６　月　２　日 広川町 文書館は不参加
32 　　　　　６　月　４　日 湯浅町
33 　　　　　６　月24日 広川町
34 　　　　　７　月23日 広川町 文書館は不参加
35 　　　　　８　月19日 広川町
36 　　　　　９　月　２　日 広川町
37 　　　　　９　月　４　日 広川町 文書館は不参加
38 　　　　　９　月　９　日 広川町
39 　　　　　９　月24日 広川町
40 　　　　10月16日 湯浅町
41 　　　　10月21日 広川町
42 　　　　10月27日 広川町
43 　　　　11月　４　日 湯浅町
44 　　　　11月　５　日 湯浅町 文書館は不参加
45 　　　　11月11日 湯浅町
46 　　　　11月13日 広川町
47 　　　　11月20日 広川町・湯浅町
48 　　　12月４日～５日 新宮市 平成 29 年度事業の関連調査
49 　　　　12月　９　日 広川町
50 　　　　12月16日 広川町
51 　　　　12月17日 広川町 文書館は不参加
52 令和３年　１　月24日 湯浅町
53 　　　　　１　月26日 広川町
54 　　　　　２　月　５　日 湯浅町・広川町
55 　　　　　２　月　９　日 広川町 文書館は不参加
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表１　令和元・２年度「災害の記憶」事業調査等一覧
調査実施日 調査等対象市町村 備考

1 令和元年　６　月29日 広川町・湯浅町
2 　　　　　７　月　８　日 印南町
3 　　　　　７　月23日 印南町 文書館は不参加
4 　　　　　７　月24日 印南町
5 ７月31日～８月１日 串本町
6 　　　　　８　月　７　日 新宮市 平成 29 年度事業の関連調査
7 　　　　　９　月　４　日 新宮市 平成 29 年度事業の関連調査
8 　　　10月　7　日～11日 すさみ町・串本町・那智勝浦町・太地町・田辺市・日高川町・御坊市・美浜町・海南市
9 　　　　10月19日 広川町 文書館は不参加
10 　　　　10月29日 御坊市
11 10月26日～10月27日 新宮市・北山村・田辺市
12 　　　　11月　５　日 紀の川市
13 　　　　11月29日 広川町
14 令和２年　１　月15日 和歌山市
15 　　　　　１　月21日 国立研究開発法人水産研究 · 教育機構中央水産研究所 · 東京海洋大学
16 　　　　　１　月22日 新宮市 平成 29 年度事業の関連調査
17 　　　　　１　月26日 上富田町 文書館は不参加
18 　　　　　２　月　２　日 和歌山市
19 　　　　　１　月　７　日 新宮市 文書館は不参加
20 　　　　　２　月　７　日 広川町
21 　　　　　　　　　２月17日～18日 千葉県銚子市
22 　　　　　４　月　８　日 湯浅町・広川町 湯浅町・広川町との打合せも行う
23 　　　　　４　月15日 湯浅町
24 　　　　　４　月16日 広川町 文書館は不参加
25 　　　　　４　月24日 広川町 文書館は不参加
26 　　　　　４　月28日 広川町 文書館は不参加
27 　　　　　５　月　８　日 広川町・湯浅町 文書館は不参加
28 　　　　　５　月13日 広川町・湯浅町 文書館は不参加
29 　　　　　５　月19日 広川町・湯浅町 文書館は不参加
30 　　　　　５　月27日 湯浅町・広川町
31 　　　　　６　月　２　日 広川町 文書館は不参加
32 　　　　　６　月　４　日 湯浅町
33 　　　　　６　月24日 広川町
34 　　　　　７　月23日 広川町 文書館は不参加
35 　　　　　８　月19日 広川町
36 　　　　　９　月　２　日 広川町
37 　　　　　９　月　４　日 広川町 文書館は不参加
38 　　　　　９　月　９　日 広川町
39 　　　　　９　月24日 広川町
40 　　　　10月16日 湯浅町
41 　　　　10月21日 広川町
42 　　　　10月27日 広川町
43 　　　　11月　４　日 湯浅町
44 　　　　11月　５　日 湯浅町 文書館は不参加
45 　　　　11月11日 湯浅町
46 　　　　11月13日 広川町
47 　　　　11月20日 広川町・湯浅町
48 　　　12月４日～５日 新宮市 平成 29 年度事業の関連調査
49 　　　　12月　９　日 広川町
50 　　　　12月16日 広川町
51 　　　　12月17日 広川町 文書館は不参加
52 令和３年　１　月24日 湯浅町
53 　　　　　１　月26日 広川町
54 　　　　　２　月　５　日 湯浅町・広川町
55 　　　　　２　月　９　日 広川町 文書館は不参加
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さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
き
、
原
則
と
し
て
各
文
書
群
の
内
容
紹
介

は
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
概
要
の
み
の
報
告
と
な
る
。

　

表
２
は
、
調
査
し
た
民
間
所
在
資
料
調
査
の
件
数
、
す
な
わ
ち

存
否
・
所
在
確
認
が
で
き
た
文
書
群
の
数
で
あ
る
。
計
一
六
件
の

う
ち
、
一
四
件
が
過
去
の
自
治
体
史
、
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
が

昭
和
四
十
年
度
か
ら
昭
和
五
十
年
度
に
か
け
て
調
査
を
行
い
刊
行

し
た
『
和
歌
山
県
古
文
書
目
録
』（
以
下
「『
目
録
』」
と
い
う（

（1
（

。）

及
び
文
書
館
が
平
成
九
年
度
か
ら
平
成
十
七
年
度
ま
で
実
施
し
た

前
回
の
民
間
所
在
資
料
調
査

（
（1
（

に
よ
り
、
既
に
存
在
が
知
ら
れ
て
い

た
文
書
群
の
再
確
認
と
な
る
。
他
方
、
散
逸
が
確
認
さ
れ
た
文
書

群
が
一
件
あ
り
、
新
出
文
書
群
が
一
件
あ
っ
た
。

　
「
災
害
の
記
憶
」
事
業
調
査
は
悉
皆
調
査
で
は
な
く
、
災
害
関

係
記
録
の
調
査
を
最
優
先
す
る
。
民
間
所
在
資
料
調
査
と
し
て
も

同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
で
は
、

文
書
館
と
し
て
は
小
冊
子
の
発
行
及
び
現
地
学
習
会
の
開
催･

報

告
に
必
要
な
最
小
限
の
調
査
に
と
ど
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
存
否
確
認
が
で
き
た
文
書
群
は
ご
く
一
部
で
あ
る
。

散
逸
が
「
確
認
」
さ
れ
た
の
は
一
件
だ
け
で
あ
る
が
、
今
回
調
査

で
き
な
か
っ
た
文
書
群
の
う
ち
、
少
な
か
ら
ぬ
も
の
が
散
逸
し
て

事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
に
よ
り
、
民

間
所
在
資
料
調
査
を
充
分
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
一

方
で
、
文
書
館
と
地
域
資
料
保
存
機
関
と
の
協
働
事
業
の
成
果
を

地
域
に
還
元
す
る
機
会
と
な
っ
た
と
い
え
る
。

　
な
お
、文
書
館
で
は
、以
上
の
実
行
委
員
会
構
成
員
と
し
て
の
「
災

害
の
記
憶
」
事
業
へ
の
参
加
の
外
、
独
自
の
業
務
と
し
て
歴
史
講

座
（
（1
（

、
紀
要（

（1
（

及
び
『
文
書
館
だ
よ
り（

（1
（

』
に
お
い
て
、
従
来
の
「
災
害

の
記
憶
」
事
業
調
査
で
確
認
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
く
研
究
成
果
を

報
告
し
て
い
る
。

二　
民
間
所
在
資
料
調
査
結
果
報
告　

　

以
下
に
「
災
害
の
記
憶
」
事
業
中
、
令
和
二
年
度
の
湯
浅
町
・

広
川
町
域
に
お
け
る
民
間
所
在
資
料
調
査
の
結
果
を
報
告
す
る
。

調
査
対
象
と
な
る
民
間
所
在
資
料
と
は
、
本
来
は
民
間
で
保
有
さ

れ
た
い
わ
ゆ
る
古
文
書
・
記
録
類
で
あ
る
が
、
現
在
は
公
的
機
関

に
寄
贈
又
は
寄
託
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
こ
と
か
ら
、
混
乱
を

避
け
る
た
め
、
以
下
「
文
書
群
」
と
い
う
。
な
お
、
本
稿
に
お
い

て
も
盗
難
防
止
及
び
個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
公
的
機
関
で
保
管



－ 65 － － 64 －

　

表
４
は
、
文
書
館
が
把
握
し
て
い
る
、
今
回
の
調
査
対
象
地
域

を
出
所
と
し
、
現
在
は
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
に
保
管
さ
れ
て

い
る
文
書
群
の
一
覧
で
あ
る
。
文
書
群
の
一
部
で
も
公
的
機
関
で

展
示
・
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
は
掲
載
し
て
い
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
、
個
人
宅
、
寺
社
や
区
の
集
会
所
等
で
保
管

さ
れ
て
い
る
文
書
群
の
所
在
情
報
は
明
ら
か
に
し
な
い
。「
災
害
の

記
憶
」
事
業
を
通
し
て
、
未
遂
を
含
め
て
寺
社
の
盗
難
被
害
を
知

る
こ
と
が
絶
え
ず
、
ま
た
防
犯
上
の
理
由
で
寺
社
関
係
者
か
ら
調

査
成
果
の
非
公
表
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
残

念
な
が
ら
、
現
状
で
は
、「
災
害
の
記
憶
」
事
業
成
果
の
う
ち
多
く

の
部
分
を
非
公
開
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

最
後
に
、
両
町
の
民
間
所
在
資
料
調
査
成
果
の
ま
と
め
、
文
書

群
保
存
・
活
用
の
課
題
等
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
両
町
と
も
、
文

化
財
の
活
用
が
主
要
施
策
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
文
化
財
の

保
存
・
活
用
が
教
育
委
員
会
の
み
な
ら
ず
首
長
部
局

（
（1
（

の
職
掌
と
も

さ
れ
て
い
た
（
担
当
職
員
の
両
部
局
兼
務
を
含
む
。）。
令
和
二
年

度
の「
災
害
の
記
憶
」事
業
調
査
の
殆
ど
に
各
町
職
員
が
同
行
さ
れ
、

両
町
と
も
に
積
極
的
に
調
査
に
参
加
い
た
だ
け
た
。

　

近
年
、
文
化
財
を
観
光
資
源
等
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
重
視

い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
表
２
の
今
回
調
査
で
き
た
文
書
群
の
う
ち
、「
前
回
調
査
」
行
の

計
九
件
が
、
文
書
館
に
よ
る
前
回
の
民
間
所
在
資
料
調
査
で
確
認

さ
れ
て
い
た
文
書
群
の
再
確
認
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
表
３
は
、

そ
れ
ら
九
件
の
文
書
群
に
つ
い
て
前
回
調
査
と
対
比
し
た
も
の
で
、

今
回
所
蔵
者
の
代
替
わ
り
、
保
管
場
所
の
移
動
又
は
散
逸
が
確
認

さ
れ
た
も
の
の
件
数
で
あ
る
。

表２　令和元・２年度民間所在資料調査件数
町名 全体 前回調査 散逸 新出 前回文書館調査年度

湯浅町 10 6 1 平成１６・１７年度
広川町 6 3 1 平成１６・１７年度
合計 16 9 1 1
＊１文書群を１件としている。

表３　前回の文書館民間所在資料調査の追跡
町名 全体 代替わり 場所移動 散逸 前回文書館調査年度

湯浅町 6 3 1 平成１６・１７年度
広川町 3 平成１６・１７年度
合計 9 0 3 1
＊１文書群を１件としている。
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さ
れ
、
令
和
元
年
施
行
の
改
正
文
化
財
保
護
法
が
法
的
に
後
押
し

す
る
か
た
ち
で
、
首
長
部
局
に
文
化
財
活
用
を
担
当
す
る
課
が
設

置
さ
れ
る
地
方
自
治
体
が
増
加
し
て
い
る
。
両
町
は
、
県
内
に
お

け
る
か
か
る
動
向
の
先
進
自
治
体
と
い
え
る
が
、
少
な
く
と
も
、

調
査
へ
の
同
行
・
参
加
等
、
文
化
財
行
政
に
携
わ
る
人
員
・
業
務

量
が
他
自
治
体
よ
り
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思

わ
れ
る（

（1
（

。

（
一
）
湯
浅
町

　

湯
浅
町
域
に
関
す
る
文
書
群
で
確
認
で
き
た
の
は
、
公
的
機
関

所
蔵
の
も
の
を
中
心
と
す
る
一
〇
件
で
あ
っ
た
（
表
２
）。

　

表
３
に
あ
る
、
文
書
館
に
よ
る
前
回
調
査
後
に
保
管
場
所
の
移

動
が
確
認
さ
れ
た
文
書
群
三
件
の
う
ち
二
件
は
、
庁
舎
移
転
に
伴

う
湯
浅
町
教
育
委
員
会
所
蔵
文
書
の
移
動
で
あ
る
。
千
川
家
文
書（

（1
（

及
び
籠
谷
家
文
書

（
（1
（

が
こ
れ
に
当
た
る
（
表
４
）。
残
る
一
件
は
、
圓

生
家
文
書
「
地
し
ん
つ
な
み
記
」
で
あ
る
。
現
湯
浅
町
湯
浅
の
安

政
地
震
津
波
記
録
で
あ
る
同
文
書
は
、「
災
害
の
記
憶
」
事
業
を
機

に
湯
浅
町
教
育
委
員
会
へ
寄
贈
さ
れ
た（

（2
（

。

　

表
３
で
「
散
逸
」
と
な
っ
て
い
る
一
件
は
、
災
害
関
係
記
録
で

表４　公的な歴史資料保存利用機関等に保管されている文書群
市町村 地区名 文書群名 目録 その他出典 最終確認日 災害関係資料 現在の保管場所 一部資料を保管している公的機関

湯
浅
町

栖原 千川家文書 Ⅱ R2.4.15 湯浅町教育委員会
栖原 栖原家文書 － 県立図書館
栖原 栖原角兵衛文書 － 文書館
湯浅 松宮家文書 『水産研究・教育機構所蔵古文書目録　和歌山県関係史料』

『漁業制度目録３』 R2.5.27 湯浅町教育委員会 水研図書館 ･ 神大常民研
湯浅 圓生家文書 R3.2.5 「地しんつなみ記」（安政地震） 湯浅町教育委員会
湯浅 籠谷家文書 R2.4.15 湯浅町教育委員会
湯浅 阿瀬誠治郎商店文書 文書館『移管資料目録』（県立図書館移管資料） － 文書館
湯浅 湯浅町船山商店文書 文書館『移管資料目録』（県立図書館移管資料） － 文書館
湯浅 川口家文書 － 文書館（寄託）
湯浅 堀田家文書 － 文書館
湯浅 中尾緑家文書 『漁業制度目録３』 － － 神大常民研
湯浅 耐久梧陵文庫 R2.10.16 県立耐久高校 和歌山県歴史資料アーカイブで画像公開
湯浅 庄屋七郎右衛門御用留 『文化元年子八月　御用留　湯浅濱方』『寛政十三年辛酉２月　

御用留　庄屋七郎右衛門』 R2.5.27 湯浅町教育委員会
湯浅 山下竹三郎旧蔵資料 R2.4.15 安政地震資料５点 湯浅町教育委員会

広
川
町

広 野原茂八家文書 Ⅱ 『水産研究・教育機構所蔵古文書目録　和歌山県関係史料』 － － 水研図書館
広 広川町文書 Ⅱ R2.5.8 「広浦大波戸再築記録」（宝永地震） 広川町役場
広 渋谷家文書 － 「夏之夜かたり」（安政地震） 稲むらの火の館 和歌山県歴史資料アーカイブで画像公開
広 岩崎文彦氏旧蔵資料 － 文書館
広 濱口梧陵文庫 － 県立図書館

名島 能仁寺文書 『広川町誌下巻』 － 県立博物館（寄託）
＊文書群名は、『目録』又は「その他出典」欄の自治体史等で明示されている呼称である。
＊「目録」欄の数字は、各文書群が掲載されている『目録』の号数（注 14 参照）を指す。
＊「最終確認日」欄に「―」とある文書群については、公的機関に保管されているものを除き、当該文　　　　　　　　　　　　　　書群の民間所在資料調査を行ったか否かを含めて本稿では明らかにしないことを示す。
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表４　公的な歴史資料保存利用機関等に保管されている文書群
市町村 地区名 文書群名 目録 その他出典 最終確認日 災害関係資料 現在の保管場所 一部資料を保管している公的機関

湯
浅
町

栖原 千川家文書 Ⅱ R2.4.15 湯浅町教育委員会
栖原 栖原家文書 － 県立図書館
栖原 栖原角兵衛文書 － 文書館
湯浅 松宮家文書 『水産研究・教育機構所蔵古文書目録　和歌山県関係史料』

『漁業制度目録３』 R2.5.27 湯浅町教育委員会 水研図書館 ･ 神大常民研
湯浅 圓生家文書 R3.2.5 「地しんつなみ記」（安政地震） 湯浅町教育委員会
湯浅 籠谷家文書 R2.4.15 湯浅町教育委員会
湯浅 阿瀬誠治郎商店文書 文書館『移管資料目録』（県立図書館移管資料） － 文書館
湯浅 湯浅町船山商店文書 文書館『移管資料目録』（県立図書館移管資料） － 文書館
湯浅 川口家文書 － 文書館（寄託）
湯浅 堀田家文書 － 文書館
湯浅 中尾緑家文書 『漁業制度目録３』 － － 神大常民研
湯浅 耐久梧陵文庫 R2.10.16 県立耐久高校 和歌山県歴史資料アーカイブで画像公開
湯浅 庄屋七郎右衛門御用留 『文化元年子八月　御用留　湯浅濱方』『寛政十三年辛酉２月　

御用留　庄屋七郎右衛門』 R2.5.27 湯浅町教育委員会
湯浅 山下竹三郎旧蔵資料 R2.4.15 安政地震資料５点 湯浅町教育委員会

広
川
町

広 野原茂八家文書 Ⅱ 『水産研究・教育機構所蔵古文書目録　和歌山県関係史料』 － － 水研図書館
広 広川町文書 Ⅱ R2.5.8 「広浦大波戸再築記録」（宝永地震） 広川町役場
広 渋谷家文書 － 「夏之夜かたり」（安政地震） 稲むらの火の館 和歌山県歴史資料アーカイブで画像公開
広 岩崎文彦氏旧蔵資料 － 文書館
広 濱口梧陵文庫 － 県立図書館

名島 能仁寺文書 『広川町誌下巻』 － 県立博物館（寄託）
＊文書群名は、『目録』又は「その他出典」欄の自治体史等で明示されている呼称である。
＊「目録」欄の数字は、各文書群が掲載されている『目録』の号数（注 14 参照）を指す。
＊「最終確認日」欄に「―」とある文書群については、公的機関に保管されているものを除き、当該文　　　　　　　　　　　　　　書群の民間所在資料調査を行ったか否かを含めて本稿では明らかにしないことを示す。

あ
る
。
前
回
調
査
時
の
所
蔵
者
は
他
界
さ
れ
、
御
子
孫
宅
で
の
現

存
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
湯
浅
町
教
育
委
員
会
が
複

製
物
を
作
成
し
て
お
り
、
記
録
内
容
は
確
認
で
き
る
。

　

現
湯
浅
町
沿
岸
域
で
は
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
十
月

に
「
漁
業
制
度
資
料
調
査
保
存
事
業
」
に
よ
り
、
少
な
く
と
も

一
二
文
書
群
の
調
査（
一
時
借
用
）が
行
わ
れ
て
い
る（

（2
（

。
同
事
業
は
、

昭
和
二
十
四
年
十
月
か
ら
昭
和
三
十
年
三
月
ま
で
の
間
、
当
時
の

水
産
庁
が
財
団
法
人
日
本
常
民
文
化
研
究
所
（
当
時
）
に
委
託
し

て
行
わ
れ
た
全
国
漁
村
の
調
査
で
、
同
研
究
所
か
ら
全
国
の
漁
村

に
調
査
員
が
派
遣
さ
れ
、
古
文
書
を
借
用
し
て
東
京
の
研
究
所
に

送
っ
て
目
録
作
成
及
び
筆
写
を
行
い
、
終
了
し
た
も
の
か
ら
返
却

さ
れ
る
と
い
う
作
業
が
行
わ
れ
た（

（2
（

。
国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
研

究
・
教
育
機
構
水
産
資
源
研
究
所
図
書
資
料
館
（
以
下
「
水
研
図

書
館
」
と
い
う
。）
及
び
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
（
以

下
「
神
大
常
民
研
」
と
い
う
。）
に
は
、
同
事
業
で
作
成
さ
れ
た
現

湯
浅
町
域
の
七
文
書
群
の
筆
写
稿
本
が
現
存
す
る（

（2
（

が
、
表
４
に
あ

る
よ
う
に
中
尾
緑
家
文
書
の
原
本
も
神
大
常
民
研
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る（

（2
（

。

　

松
宮
家
文
書
（
表
４
）
は
、
昭
和
二
十
五
年
十
月
に
財
団
法
人
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い
う
文
書
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、「
今
か
ら
二
〇
年
ほ
ど
前
、

東
京
の
日
本
常
民
文
化
研
究
所
が
漁
業
制
度
を
研
究
す
る
た
め
に

貴
殿
か
ら
借
用
し
た
古
文
書
を
東
京
に
引
き
上
げ
て
お
り
ま
し
た

が
県
史
の
発
刊
に
必
要
な
た
め
所
有
者
に
返
還
す
る
よ
う
督
促
し

て
参
り
ま
し
た
。
先
般
来
、
当
室
か
ら
所
有
者
に
返
還
す
る
よ
う

依
頼
を
受
け
県
へ
一
括
送
付
し
て
き
ま
し
た
の
で
御
返
送
い
た
し

ま
す
。」
と
あ
り
、
昭
和
四
十
九
年
に
一
部
の
文
書
が
当
時
の
財
団

法
人
日
本
常
民
文
化
研
究
所
か
ら
和
歌
山
県
史
編
さ
ん
班
を
通
じ

て
返
還
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

平
成
五
年
の
文
書
館
開
館
時
に
、
和
歌
山
県
史
編
さ
ん
班
か
ら

文
書
館
が
引
き
継
い
だ
古
文
書
に
、
か
つ
て
財
団
法
人
日
本
常
民

文
化
研
究
所
が
借
用
し
て
い
た
文
書
（『
県
史
編
さ
ん
班
移
管
資

料
』
の
う
ち
「
樫
野
協
議
会
文
書
」
及
び
『
小
山
家
文
書
』（
旧
『
龍

王
神
社
文
書

（
（3
（

』））
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
県
史
編
さ
ん
班
が
保
管

す
る
に
至
る
経
緯
が
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
。
本
発
見
に
よ
り
、

両
文
書
群
と
も
、
松
宮
家
文
書
と
同
様
に
同
研
究
所
か
ら
旧
県
史

編
さ
ん
室
に
送
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
で
あ
り
、

他
に
も
同
様
の
経
緯
で
所
蔵
者
に
返
還
さ
れ
た
文
書
群
が
存
在
す

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る（

（3
（

。

日
本
常
民
文
化
研
究
所
が
借
用
し
、
う
ち
一
四
七
件
が
『
松
宮
百

合
子
家
文
書
』
と
し
て
目
録
化
（
以
下
、
当
該
目
録
を
「
旧
目
録
」

と
い
う
。）
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
そ
し
て
現
在
は
、
八
三
二
点
の
古
文
書

が
『
松
宮
太
郎
兵
衛
家
文
書
』
と
し
て
水
研
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ（

（2
（

、

明
治
十
六
年
～
同
二
十
年
の
日
誌
五
点
が
『
松
宮
百
合
子
家
文
書
』

と
し
て
神
大
常
民
研
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

ま
た
、
上
記
両
松
宮
家
文
書
の
出
所
で
あ
る
湯
浅
町
湯
浅
の
屋

敷
が
近
年
解
体
さ
れ
た
際
に
湯
浅
町
教
育
委
員
会
が
調
査
し
、
古

文
書
が
確
認
さ
れ
、
同
委
員
会
が
寄
贈
を
受
け
た
。
ま
た
、
解
体

以
前
に
親
族
に
引
き
継
が
れ
て
い
た
古
文
書
も
、
同
委
員
会
に
寄

贈
さ
れ
た
。
両
者
を
合
わ
せ
て
、
現
在
同
委
員
会
所
蔵
の
松
宮
家

文
書
は
約
一
一
〇
点
あ
る
。
こ
の
中
に
、
旧
目
録
収
録
の
古
文
書

は
二
八
件
確
認
さ
れ
る（

（2
（

。

　

こ
れ
ら
松
宮
家
文
書
の
整
理
が
進
ん
で
き
た
こ
と
か
ら
、
今
後

湯
浅
地
方
の
重
要
産
業
で
あ
っ
た
網
製
造
業
の
実
態
が
明
ら
か
に

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る（

（2
（

。

　

な
お
、
同
委
員
会
に
は
、
古
文
書
と
共
に
、
松
宮
順
一
殿
宛
昭

和
四
十
九
年
十
二
月
十
一
日
付
け
県
史
第
三
九
号
「
古
文
書
の
返

還
に
つ
い
て
」（
和
歌
山
県
企
画
部
県
史
編
さ
ん
室
長
川
北
哲
）
と
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湯
浅
町
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
作
成
さ

れ
た
湯
浅
町
文
化
遺
産
リ
ス
ト
に
は
八
四
五
件
五
、三
五
九
点
が
掲

載
さ
れ
、
う
ち
一
三
八
件
一
、三
九
八
点
を
占
め
る
の
が
古
文
書
で

あ
る
と
い
う（

（3
（

。
悉
皆
的･

継
続
的
な
調
査
や
収
蔵
施
設
の
整
備
等
、

文
書
群
を
含
む
文
化
財
の
保
存
、
活
用
等
の
課
題
及
び
課
題
解
決

に
向
け
て
の
計
画
等
は
同
計
画
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

県
内
市
町
村
の
先
陣
を
切
っ
て
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
を

策
定
し
た
湯
浅
町
の
今
後
の
実
践
の
積
み
上
げ
に
期
待
し
、
ま
た

県
の
機
関
と
し
て
文
書
館
も
で
き
る
限
り
協
力
し
た
い
。

　

今
後
、
湯
浅
町
と
同
様
に
県
内
市
町
村
に
お
け
る
文
化
財
保
存

活
用
地
域
計
画
策
定
が
進
み
、
か
つ
湯
浅
町
と
同
等
の
文
化
遺
産

リ
ス
ト
の
作
成
及
び
そ
の
更
新
が
進
ん
で
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
文

書
館
の
民
間
所
在
資
料
調
査
の
必
要
性
は
な
く
な
り
、
県
内
の
文

書
群
保
存
に
つ
い
て
の
文
書
館
の
役
割
も
変
質
す
る
の
で
は
な
い

か
。
現
時
点
で
県
内
に
お
け
る
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
策
定

は
湯
浅
町
の
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
役
割
の
変
質
を
求
め
ら

れ
る
状
況
が
醸
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
そ
の
他
、
湯
浅
町
教
育
委
員
会
が
以
前
か
ら
所
蔵
し
て
い
る
『
庄

屋
七
郎
右
衛
門
御
用
留
』（
表
４
）
は
、
翻
刻
・
刊
行
さ
れ
て
い

る
（
（3
（

。
　
『
山
下
竹
三
郎
旧
蔵
資
料
』
は
、
昭
和
六
年
に
『
紀
州
の
地
震
と

安
政
大
地
震
洪
浪
之
記
』
を
著
し
、
発
行
し
た
湯
浅
町
湯
浅
の
住

民
山
下
竹
三
郎
（
破
竹
）
旧
蔵
の
地
震
資
料
で
あ
る
。
一
時
期
湯

浅
町
立
図
書
館
の
蔵
書
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
湯
浅
地
域
の

災
害
記
録
の
中
核
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る（

（3
（

。

　

県
立
耐
久
高
校
に
は
、
同
校
の
歴
史
資
料
を
収
蔵
・
展
示
す
る

耐
久
史
学
館
が
あ
り
、
元
東
濱
口
家
所
蔵
の
書
籍
類
を
中
心
と
す

る
「
耐
久
梧
陵
文
庫
」
を
所
蔵
し
て
い
る
。
前
述
の
と
お
り
、
令

和
元
年
度
以
降
の
文
書
館
と
の
協
働
に
よ
り
、
同
文
庫
の
一
部
は
、

文
書
館
「
和
歌
山
県
歴
史
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ（

（3
（

」
で
公
開
さ
れ
て
い

る
（
（3
（

。
　

湯
浅
町
は
、
平
成
二
十
八
年
に
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の

維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
湯
浅
町
歴
史
的
風
致
維

持
向
上
計
画

（
（3
（

を
策
定
し
、
令
和
三
年
十
二
月
に
は
改
正
文
化
財
保

護
法
に
基
づ
く
湯
浅
町
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画

（
（3
（

を
策
定
す
る

な
ど
、
文
化
財
の
保
存･

活
用
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
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現
存
す
る（

（4
（

。
ま
た
、
野
原
茂
八
家
文
書
（
表
４
）
に
つ
い
て
は
、

水
研
図
書
館
に
原
本
四
点
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。

　
ま
た
、稲
む
ら
の
火
の
館
が
所
蔵
す
る
渋
谷
家
文
書
（
表
４
）
は
、

文
書
館
と
の
協
働
に
よ
り
、
和
歌
山
県
歴
史
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ（

（4
（

で

公
開
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。

　
一
五
、〇
〇
〇
巻
に
及
ぶ
と
い
う
濱
口
梧
陵
の
旧
蔵
書
『
濱
口
梧

陵
文
庫
』（
表
４
）
は
、
平
成
二
十
四
年
に
和
歌
山
県
立
図
書
館
に

寄
贈
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
、
日
本
有
数
の
漢
籍
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

で
あ
る
こ
と
、
梧
陵
の
書
込
み
が
多
数
見
ら
れ
る
こ
と
等
、
多
く

の
新
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
濱
口
梧
陵
が
広
川
町
に
お

け
る
文
化
財
行
政
の
中
心
と
な
る
存
在
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い

が
、
同
文
庫
の
整
理
は
広
川
町
の
み
な
ら
ず
全
国
的
に
注
目
・
待

望
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。

　

広
川
町
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
に
お
い
て
、
文
化
財
の
保

存
・
活
用
を
行
う
施
設
と
し
て
稲
む
ら
の
火
の
館
及
び
男
山
焼
会

館
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
一
四
九
頁
）。
両
施
設
に
加
え
、
同
計
画

に
基
づ
き
整
備
さ
れ
て
い
る
歴
史
的
建
造
物
も
一
部
を
保
存
施
設

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
等
も
視
野
に
入
れ
て
、
文
書
群
等
動
産
文

化
財
に
つ
い
て
の
更
な
る
調
査
・
収
集
・
活
用
を
期
待
す
る
。

（
二
）
広
川
町

　
広
川
町
で
は
、
六
文
書
群
の
現
状
を
確
認
し
た
（
表
２
）。
そ
の

う
ち
一
文
書
群
は
新
出
で
あ
る
。

　

現
状
が
確
認
で
き
た
文
書
群
の
件
数
は
少
な
い
が
、
寺
社
が
所

有
す
る
二
文
書
群
に
つ
い
て
は
、
継
続
的
に
調
査
が
続
け
ら
れ
て

い
る
。

　

広
川
町
は
、
平
成
二
十
八
年
に
広
川
町
歴
史
的
風
致
維
持
向
上

計
画

（
（3
（

を
策
定
し
、
平
成
三
十
年
に
は
「
百
世
の
安
堵
～
津
波
と
復

興
の
記
憶
が
生
き
る
広
川
の
防
災
遺
産
～
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
同
日
本
遺
産
の
関
連
文
化
財
を
中

心
と
し
て
、
文
化
財
の
保
存･

活
用
を
町
の
主
要
施
策
に
位
置
付

け
て
い
る
と
い
え
る（

（4
（

。

　
令
和
三
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
た
め
中
断
し
た
が
、「
災

害
の
記
憶
」
事
業
を
契
機
に
継
続
的
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
前
述

の
両
寺
社
と
も
同
日
本
遺
産
の
構
成
文
化
財
と
な
っ
て
お
り
、
所

蔵
資
料
の
全
貌
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
地
域
に
と
っ
て
意
義
が
大

き
い
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
広
川
町
域
に
お
い
て
も
、
漁
業
制
度
資
料
調
査
で
少
な

く
と
も
六
文
書
群
が
調
査
さ
れ
、
う
ち
三
文
書
群
の
筆
写
稿
本
が
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セ
ス
））

（
４
）
調
査
員
は
次
の
と
お
り
（
職
名
は
当
時
）。
こ
の
他
調
査
ご
と
に
協
力

参
加
し
た
方
が
い
る
。

　
　
前
田　
正
明　
和
歌
山
県
立
博
物
館
主
任
学
芸
員

　
　
木
村　
修
二　
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
特
命
講
師
（
令
和
二

　
　
　
　
　
　
　
　
年
度
参
加
）

　
　
砂
川　
佳
子　
文
書
館
文
書
専
門
員

　
　
玉
置　
將
人　
文
書
館
副
主
査
（
令
和
二
年
度
参
加
）

　
　
浜
田　
拓
志　
歴
史
資
料
保
全
ネ
ッ
ト
・
わ
か
や
ま
会
員
（
奈
良
文
化

　
　
　
　
　
　
　
　
財
研
究
所
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
）

　
　
松
下　
正
和　
神
戸
大
学
地
域
連
携
推
進
室
特
命
准
教
授
（
令
和
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
度
参
加
）

　
　
松
原　
瑞
枝　
和
歌
山
県
教
育
庁
文
化
遺
産
課
技
師

　
　
藤　
　
隆
宏　
文
書
館
主
査

（
５
）
令
和
二
年
七
月
十
八
日
～
八
月
二
十
三
日
開
催
（
展
覧
会
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
〈https://w

w
w

.hakubutu.w
akayam

a-c.ed.jp/goryou/
fram

eset.htm

〉
令
和
四
年
一
月
四
日
ア
ク
セ
ス
）

（
６
）
文
書
館
は
令
和
二
年
四
月
二
十
五
日
か
ら
五
月
七
日
ま
で
臨
時
休
館

と
な
り
、
そ
の
後
も
調
査
等
の
出
張
は
極
力
控
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

調
査
を
実
施
す
る
際
も
、
参
加
人
数
を
極
力
少
な
く
す
る
こ
と
と
な
り
、

他
機
関
と
の
共
同
調
査
を
控
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

（
７
）
和
歌
山
県
立
博
物
館
編
『
先
人
た
ち
が
残
し
て
く
れ
た
「
災
害
の
記

憶
」
を
未
来
に
伝
え
る
Ⅵ
―
命
と
文
化
財
と
を
守
る
た
め
に
―
【
湯
浅

町
・
広
川
町
】』（
実
行
委
員
会
、
令
和
三
年
（
同
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も

公
開
〈https://w

w
w

.hakubutu.w
akayam

a-c.ed.jp/saigai/
m

inibook202001.pdf

〉
令
和
三
年
十
二
月
三
十
一
日
ア
ク
セ
ス
））

（
８
）
現
地
学
習
会
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
両
会
場
と
も
一
般
参
加
者
人
数
は
会
場
定

員
の
半
数
に
絞
っ
た
。
ま
た
、
各
報
告
の
動
画
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

　
公
開
し
て
い
る
〈https://w

w
w

.youtube.com
/playlist?list=

　

PLCqUtN14-R4H
TatD

iN
ukRm

vC
39w

s40Q
cd

〉（
令
和
四
年
一

注（
１
）
令
和
元
年
度
及
び
令
和
二
年
度
の
文
化
庁
補
助
金
事
業
「
地
域
と
共

働
し
た
博
物
館
創
造
活
動
支
援
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
令
和
元
年
度
「
地

域
と
共
働
し
て
文
化
遺
産
の
活
用
を
担
う
博
物
館
連
携
事
業
」
及
び
令
和

二
年
度
「
み
ん
な
で
和
歌
山
の
文
化
遺
産
を
守
り
活
用
す
る
博
物
館
連

携
事
業
」
を
構
成
す
る
事
業
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
実

施
主
体
は
和
歌
山
県
立
博
物
館
施
設
活
性
化
事
業
実
行
委
員
会
で
あ
る
。

平
成
二
十
六
年
度
に
「
地
域
に
眠
る
「
災
害
の
記
憶
」
の
発
掘
・
共
有
・

継
承
事
業
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
平
成
二
十
七
年
度
以
降
は
災

害
関
連
資
料
以
外
の
文
化
財
所
在
確
認
も
重
視
し
た
「
地
域
に
眠
る
「
災

害
の
記
憶
」
と
文
化
遺
産
を
発
掘
・
共
有
・
継
承
す
る
事
業
」
と
な
り
、

令
和
三
年
度
ま
で
連
続
し
て
文
化
庁
補
助
金
事
業
に
採
択
さ
れ
て
い
る
。

（
文
化
庁
『
地
域
と
共
働
し
た
博
物
館
創
造
活
動
支
援
事
業
』
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
〈https://chiikitokyodo.bunka.go.jp/index.htm

l

〉、「
和

歌
山
県
立
博
物
館
に
お
け
る
文
化
庁
補
助
金
事
業
報
告
」（『
和
歌
山
県
立

博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』〈http://kenpakunew

s.blog120.fc2.com
/

blog-entry-571.htm
l

〉）
令
和
四
年
一
月
四
日
ア
ク
セ
ス
）

（
２
）
民
間
所
在
資
料
調
査
の
目
的
及
び
「
災
害
の
記
憶
」
事
業
と
の
関
係

性
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
平
成
二
十
六
年
度
の
民
間
所
在
資
料
保
存
状
況
調

査
に
つ
い
て
―
御
坊
市
・
美
浜
町
・
日
高
川
町
・
那
智
勝
浦
町
―
」（『
和

歌
山
県
立
文
書
館
紀
要
』
第
十
八
号
、
平
成
二
十
八
年
）、
平
成
三
十
年

度
ま
で
の
事
業
成
果
に
つ
い
て
は
同
稿
、「
平
成
二
十
七・二
十
八
年
度
の

民
間
所
在
資
料
保
存
状
況
調
査
に
つ
い
て
―
由
良
町
・
印
南
町
・
す
さ
み

町・太
地
町・串
本
町
―
」（『
同
』
第
二
十
号
、
平
成
三
十
年
）
及
び
「
平

成
二
十
九・
三
十
年
度
の
民
間
所
在
資
料
保
存
状
況
調
査
に
つ
い
て
―
日

高
町・白
浜
町・新
宮
市・北
山
村
―
」（『
同
』
第
二
十
二
号
、
令
和
二
年
）

を
参
照
。

（
３
）
和
歌
山
県
立
博
物
館
編
（
実
行
委
員
会
、
令
和
二
年
（
同
館
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
も
公
開
〈https://w

w
w

.hakubutu.w
akayam

a-c.
ed.jp/saigai/2019book.pdf

〉
令
和
三
年
十
二
月
三
十
一
日
ア
ク
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（
11
）
松
原
瑞
枝
氏
・
藤
隆
宏
「
日
高
町
小
浦
浄
土
院
の
焼
火
地
蔵
と
漁
師
」

（
令
和
二
年
八
月
二
十
二
日
。
た
だ
し
、
当
初
令
和
元
年
度
歴
史
講
座
と

し
て
令
和
二
年
三
月
四
日
開
催
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
感
染
拡
大
の
た
め
中
止
と
な
り
、
令
和
二
年
度
歴
史
講
座
と
し

て
改
め
て
開
催
さ
れ
た
。）

（
12
）
拙
稿
「
日
高
町
津
久
野
の
宝
永・安
政
津
波
記
録
と
紀
州
藩
の
「
日
銭
」

徴
収
―
塩
崎
家
文
書
よ
り
―
」（『
和
歌
山
県
立
文
書
館
紀
要
』
第
二
十
二

号
、
令
和
二
年
）、「
湯
浅
村
に
お
け
る
安
政
地
震
津
波
へ
の
対
応
と
教

訓
の
継
承
」（『
同
』
第
二
十
三
号
、
令
和
三
年
〈https://w

w
w

.lib.
w

akayam
a-c.ed.jp/m

onjyo/kanko/kiyou/kiyou23_tou.
pdf

〉）

（
13
）
拙
稿
「
復
元
さ
れ
た
土
砂
災
害
の
被
災
遺
物
と
記
念
石
碑
―
新
宮
市

熊
野
川
町
九
重
の
「
潠
水
之
器
」
―
」（『
和
歌
山
県
立
文
書
館
だ
よ
り
』

第
五
六
号
、
令
和
元
年
〈https://w

w
w

.lib.w
akayam

a-c.ed.jp/
m

onjyo/kanko/tayori/tayori56.pdf

〉）

（
14
）『
目
録
』
は
、
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
が
昭
和
四
十
年
度
か
ら
昭
和

五
十
年
度
に
か
け
て
「
県
下
各
地
に
所
在
す
る
古
文
書
類
に
つ
い
て
、
散

逸
・
亡
失
を
防
ぐ
た
め
所
在
情
報
を
緊
急
に
調
査
し
、
現
状
の
実
態
を

把
握
し
て
、
保
存
対
策
の
基
本
計
画
の
策
定
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
」

実
施
し
た
調
査
の
成
果
で
、
計
一
一
冊
に
わ
た
り
合
計
七
二
四
件
の
文
書

群
の
目
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
湯
浅
町
・
広
川
町
域
の
関
連
目
録
は
、

『
和
歌
山
県
古
文
書
目
録
Ⅱ　
有
田
川
流
域
古
文
書
調
査
報
告
書
』（
昭
和

四
十
四
～
四
十
五
年
度
調
査
、
昭
和
四
十
七
年
刊
）
及
び
『
同
一
〇　
県

下
古
文
書
調
査
報
告
書
（
追
録
）』（
昭
和
五
十
年
度
調
査
、
昭
和
五
十
七

年
刊
）。

（
15
）
拙
稿
「
民
間
所
在
資
料
保
存
状
況
調
査
結
果
報
告
」（『
和
歌
山
県
立

文
書
館
紀
要
』
第
十
二
号
、
平
成
十
九
年
）

（
16
）
湯
浅
町
地
方
創
生
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
推
進
課
、
広
川
町
企
画
政
策
課

（
17
）
和
歌
山
県
内
に
お
け
る
改
正
文
化
財
保
護
法
を
め
ぐ
る
議
論
は
、「
特

集　
改
正
文
化
財
保
護
法
と
和
歌
山
の
文
化
・
文
化
財
の
未
来
」（『
和
歌

山
地
方
史
研
究
』
第
七
八
号
、
二
〇
一
九
年
）
を
参
照
。

月
三
日
ア
ク
セ
ス
）。

　
現
地
学
習
会
「
歴
史
か
ら
学
ぶ
防
災
二
〇
二
〇
―
命
と
文
化
遺
産
と
を
守

る
―
」

 

・
令
和
三
年
二
月
二
十
七
日
（
広
川
町
役
場
、
一
般
参
加
者
五
四
名
）

　
平
井
正
展
氏
（
広
川
町
企
画
政
策
課
長
）「
広
川
町
の
歴
史
町
づ
く
り
」、

﨑
山
光
一
氏
（
稲
む
ら
の
火
の
館
館
長
）「
濱
口
梧
陵
と
稲
む
ら
の
火
の

館
」、阪
本
尚
生
氏（
印
南
町
立
印
南
中
学
校
）「
渾
身
の
災
害
ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ュ
―
安
政
聞
録
に
描
か
れ
た
広
・
湯
浅
の
津
波
被
害
―
」、
砂
川
佳
子

「
広
村
永
遠
の
救
済
策
―
濱
口
梧
陵
に
よ
る
安
政
南
海
地
震
か
ら
の
復
興

―
」、
新
井
美
那
氏
（
和
歌
山
県
立
博
物
館
学
芸
員
）「
安
楽
寺
の
文
化
財

―
歴
代
住
職
ゆ
か
り
の
書
画
を
中
心
に
―
」
及
び
松
原
瑞
枝
氏
「
廣
八
幡

宮
の
文
化
財
と
守
り
伝
え
ら
れ
た
法
華
経
」

 

・
同
年
二
月
二
十
八
日
（
湯
浅
え
き
蔵
、
一
般
参
加
者
六
七
名
）

　
山
本
隆
重
氏
（
湯
浅
町
教
育
委
員
会
文
化
財
調
査
員
）「
湯
浅
町
の
文
化

財
に
関
す
る
取
組
」、
前
田
正
明
氏
「
一
七
〇
七
年
宝
永
地
震
津
波
と
湯

浅
・
広
」、
藤
隆
宏
「
一
八
五
四
年
安
政
地
震
津
波
の
記
憶
を
後
世
に
伝

え
る
た
め
に
」、
中
原
七
菜
子
氏
（
湯
浅
町
教
育
委
員
会
）「
湯
浅
町
域
の

文
化
財
に
つ
い
て
」、
越
智
信
也
氏
（
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究

所
）「
湯
浅
町
の
漁
網
製
造
と
漁
業
」（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
ビ
デ
オ
報
告
）
及
び
玉
置
將
人
「
耐
久
高
校
の
歴
史
と
耐

久
史
学
館
」

（
９
）前
掲
注（
７
）小
冊
子
の
う
ち「
濱
口
梧
陵
と
安
政
南
海
地
震
の
記
憶
」

（
一
〇
～
一
一
頁
）及
び「
耐
久
高
校
の
歴
史
と
耐
久
史
学
館
」（
一
四
頁
）、

前
掲
注
（
８
）
現
地
学
習
会
の
う
ち
砂
川
報
告
及
び
玉
置
報
告

（
10
）
砂
川
佳
子
「
令
和
元
年
度
「
和
歌
山
県
歴
史
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
」
収

集
資
料
の
紹
介
」（『
和
歌
山
県
立
文
書
館
だ
よ
り
』
第
五
八
号
、
令
和
二

年
、〈https://w
w

w
.lib.w

akayam
a-c.ed.jp/m

onjyo/kanko/
tayori/tayori58.pdf

〉）、
玉
置
將
人
「
県
立
耐
久
高
校
所
蔵
「
耐

久
梧
陵
文
庫
」
の
保
存
と
活
用
」（『
和
歌
山
県
立
文
書
館
紀
要
』
第

二
十
三
号
、
令
和
三
年
〈https://w

w
w

.lib.w
akayam

a-c.ed.jp/
m

onjyo/kanko/kiyou/kiyou23_tam
aki.pdf

〉）
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jom
inken.kanagaw

a-u.ac.jp/books/m
qgqct0000000exo-

att/koplrv0000002jxt.pdf

〉
令
和
四
年
二
月
三
日
ア
ク
セ
ス
）
で

は
「
中
尻
み
ど
り
家
文
書
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
誤
り
で
あ
る
。

（
25
）
前
掲
注
（
21
）
目
録
七
七
～
八
五
頁

（
26
）『
水
産
研
究・教
育
機
構
所
蔵
古
文
書
目
録　
和
歌
山
県
関
係
史
料
』

　
（〈http://nrifs.fra.affrc.go.jp/book/hist-docs/m

okuroku12/
m

okuroku12.htm
l

〉
令
和
四
年
二
月
三
日
ア
ク
セ
ス
）

（
27
）
平
成
二
十
九
年
三
月
十
三
日
～
十
七
日
の
神
大
常
民
研
調
査
に
よ
り

確
認

（
28
）
番
号
一
，
二
一
，
二
七
～
三
一
，
三
六
，
四
一
，
四
五
，
四
六
，

九
七
～
一
〇
〇
，
一
〇
二
～
一
一
四
の
各
文
書

（
29
）
松
宮
家
は
、
屋
号
は
網
屋
（「
松
見
屋
」
の
表
記
も
文
書
に
散
見
さ
れ

る
。）
と
い
い
、
当
主
は
代
々
太
郎
兵
衛
を
名
乗
り
、
漁
網
の
製
造
販
売

及
び
網
漁
業
を
営
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
文
書
か
ら
、
幕
末
に
は
紀
州

藩
御
仕
入
方
か
ら
「
網
苧
御
問
屋
」
と
し
て
指
定
さ
れ
た
網
屋
仲
間
に
名

を
連
ね
、
御
仕
入
方
施
策
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
明
治

二
十
八
年
か
ら
同
三
十
八
年
頃
ま
で
湯
浅
町
議
会
議
員
を
務
め
て
い
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
（『
湯
浅
町
誌
』（
湯
浅
町
役
場
、
昭
和
四
十
二
年
）、

前
掲
注
（
８
）
越
智
氏
報
告
、
越
智
信
也
「
松
宮
太
郎
兵
衛
家
文
書
―
史

料
の
概
要
と
特
色
―
」（
前
掲
注
（
26
）
目
録
））。
後
掲
注
（
37
）
湯
浅

町
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
に
お
い
て
、
湯
浅
町
の
歴
史
文
化
の
特
徴

か
ら「
湯
浅
ば
な
し
」と
い
う
一
三
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
成
し
、各
ス
ト
ー

リ
ー
に
関
連
す
る
文
化
財
を
関
連
文
化
財
群
と
設
定
し
、
そ
れ
ら
の
保
存

･

活
用
を
計
画
し
て
い
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
の
一
つ
に
「
湯
浅
の
海
が
育
ん

だ
漁
業･

製
網
技
術
」
が
あ
り
、
松
宮
家
文
書
は
当
該
ス
ト
ー
リ
ー
関
連

文
化
財
群
の
構
成
文
化
財
と
さ
れ
て
い
る
（
一
〇
四
～
一
〇
七
頁
）。

（
30
）
文
書
館
『
収
蔵
史
料
目
録
四　
移
管
資
料
目
録
』（
和
歌
山
県
、
平
成

十
二
年
）

（
31
）
当
該
期
の
財
団
法
人
日
本
常
民
文
化
研
究
所
と
旧
県
史
編
さ
ん
室
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
網
野
善
彦
『
古
文
書
返
却
の
旅
』（
中
公
新
書
、

一
九
九
九
年
）
一
〇
～
一
三
頁
参
照
。

（
18
）
千
川
家
文
書
は
、
中
性
紙
段
ボ
ー
ル
一
箱
分
、
四
九
点
が
目
録
化
さ

れ
て
い
る
。
栖
原
村
里
方
の
検
地
帳
写
（
元
禄
十
一
年
）
等
が
あ
る
。
文

書
館
の
前
回
の
調
査
を
機
に
湯
浅
町
教
育
委
員
会
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の

か
（
後
掲
注
（
37
）
四
九
頁
参
照
）。

（
19
）
籠
谷
家
文
書
は
、
木
箱
一
箱
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
濱
口
梧
陵
の
書

翰
も
あ
る
。
文
書
館
の
前
回
の
調
査
を
機
に
湯
浅
町
教
育
委
員
会
に
寄
贈

さ
れ
た
も
の
か
（
同
前
参
照
）。

（
20
）
前
掲
注
（
12
）
拙
稿
「
湯
浅
村
に
お
け
る
安
政
地
震
津
波
へ
の
対
応

と
教
訓
の
継
承
」
参
照
（「
地
し
ん
つ
な
み
記
」
は
「
資
料
④
」）

（
21
）
調
査
員
網
野
善
彦
及
び
速
水
融
が
古
文
書
を
採
訪
し
て
回
っ
た
。
財

団
法
人
日
本
常
民
文
化
研
究
所
『
漁
業
制
度
資
料
目
録　
第
三
集　
全
国

篇
二
』（
一
九
五
一
年
）
に
は
、
一
二
件
の
採
訪
先
と
各
文
書
群
の
目
録

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）
越
智
信
也
「「
漁
業
制
度
資
料
調
査
保
存
事
業
」
と
資
料
の
整
理
・
保

存
の
経
過
」（『
中
央
水
産
総
合
研
究
所
所
蔵
古
文
書
（
漁
業
制
度
資
料
）

の
概
要
―
全
一
〇
〇
資
料
群
の
概
要
と
収
集
・
整
理
の
経
過
―
』（
独

立
行
政
法
人
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
水
産
研
究
所
、
平
成
十
八

年
（
国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
研
究
・
教
育
機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も

公
開
〈http://nrifs.fra.affrc.go.jp/book/hist-docs/gaiyou/

gaiyou.htm
l/g05.pdf

〉
令
和
四
年
二
月
二
日
ア
ク
セ
ス
）
一
〇
一

～
一
一
五
頁

（
23
）『
国
立
研
究
開
発
法
人 

水
産
研
究
・
教
育
機
構
中
央
水
産
研
究
所
所

蔵
筆
写
稿
本（
漁
業
制
度
資
料
）の
概
要
』一
六
二
～
一
六
四
頁〈http://

nrifs.fra.affrc.go.jp/book/hist-docs/hissha/0530.pdf

〉
令

和
四
年
二
月
二
日
ア
ク
セ
ス

（
24
）
前
掲
注
（
21
）
目
録
八
五
～
九
一
頁
収
録
の
中
尾
緑
家
文
書
の
う

ち
、
番
号
二
七
及
び
五
一
の
文
書
の
二
点
（
平
成
二
十
九
年
三
月
十
三

日
～
十
七
日
の
神
大
常
民
研
調
査
に
よ
り
確
認
）。
た
だ
し
、
同
目
録

で
は
湯
浅
町
湯
浅
が
出
所
と
さ
れ
る
が
、
中
尾
家
は
早
く
と
も
明
治
期

ま
で
有
田
郡
北
湊
村
（
現
有
田
市
港
町
）
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な

お
、
神
大
常
民
研
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
所
蔵
資
料
一
覧
リ
ス
ト
（〈http://
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kanko/kiyou/kiyou23_m
atsum

oto.pdf

〉）、
濱
口
梧
陵
生
誕

二
〇
〇
年
記
念
県
立
図
書
館
・
文
書
館
合
同
展
示
「
濱
口
梧
陵
と
梧
陵

文
庫
」（
令
和
二
年
七
月
十
八
日
～
十
二
月
二
十
七
日
開
催
、〈https://

w
w

w
.lib.w

akayam
a-c.ed.jp/m

onjyo/garally/panelex2/
index.htm

l

〉）、
和
歌
山
県
立
図
書
館
松
本
泰
明
「
濱
口
梧
陵
生
誕

二
〇
〇
年
記
念
県
立
図
書
館
・
文
書
館
合
同
展
示
「
濱
口
梧
陵
と
梧
陵
文

庫
」」（『
和
歌
山
県
立
文
書
館
だ
よ
り
』第
五
八
号
、令
和
二
年〈https://
w

w
w

.lib.w
akayam

a-c.ed.jp/m
onjyo/kanko/tayori/

tayori58.pdf

〉）

（
47
）「「
津
波
防
災
の
日
」
と
長
野
県
」（
令
和
三
年
十
一
月
十
日
長
野
地

方
気
象
台
発
表
『
長
野
県
と
そ
の
周
辺
の
地
震
活
動
（
令
和
三
年
十

月
）』
六
頁
〈https://w

w
w

.jm
a-net.go.jp/nagano/shosai/

geppou/docum
ent/jishin_10.pdf

〉
令
和
四
年
三
月
十
日
ア
ク
セ

ス
）、
曽
野
洋
「「
濱
口
梧
陵
文
庫
」
調
査　
学
校
で
閲
覧
可
と
推
測
・
生

徒
に
公
開
前
提
収
集
か
」（
毎
日
新
聞
和
歌
山
版
「
範
は
紀
州
史
に
あ
り　

わ
か
や
ま
教
育
今
昔〈
一
〇
八
〉」令
和
三
年
十
一
月
十
六
日
）等
。
な
お
、

『
濱
口
梧
陵
文
庫
』以
外
に
も
、和
歌
山
県
立
図
書
館
に
は『
栖
原
家
文
書
』

（
表
４
）
等
、
未
整
理
の
郷
土
資
料
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
整
理

も
待
た
れ
る
。

［
謝
辞
］

　
令
和
元
年
度
及
び
令
和
二
年
度
の
「
災
害
の
記
憶
」
事
業
で
は
、
湯
浅
町

教
育
委
員
会
教
育
課
、
同
町
地
方
創
生
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
推
進
課
、
広
川
町
教

育
委
員
会
、
同
町
企
画
政
策
課
、
稲
む
ら
の
火
の
館
、
独
立
行
政
法
人
国
立

文
化
財
機
構
文
化
財
防
災
セ
ン
タ
ー
、
新
宮
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
、

同
市
熊
野
川
行
政
局
住
民
生
活
課
、
印
南
町
立
印
南
中
学
校
、
串
本
町
役
場

産
業
課
、
国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
研
究
・
教
育
機
構
水
産
資
源
研
究
所
図

書
資
料
館
、
東
京
海
洋
大
学
附
属
図
書
館
及
び
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化

研
究
所
の
全
面
的
な
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
方
に
調

査
及
び
現
地
学
習
会
運
営
で
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
こ
こ

に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
32
）
御
用
留
第
二
集
編
集
委
員
会
『
寛
政
十
三
年
辛
酉
二
月　

御
用
留　

庄
屋
七
郎
右
衛
門
』（
湯
浅
町
教
育
委
員
会
、
平
成
十
四
年
）、
湯
浅
濱
方

文
書
「
御
用
留
」
編
集
委
員
会
『
文
化
元
年
子
八
月　
御
用
留　
湯
浅
濱

方
』（
湯
浅
町
教
育
委
員
会
、
平
成
五
年
）

（
33
）『
山
下
竹
三
郎
旧
蔵
資
料
』
は
、
前
掲
注
（
12
）
拙
稿
「
湯
浅
村
に
お

け
る
安
政
地
震
津
波
へ
の
対
応
と
教
訓
の
継
承
」
で
取
り
上
げ
た
「
地
震

津
浪
之
記
」（
資
料
⑤
）、「
嘉
永
七
年
大
地
震
記
」（
資
料
⑥
）
及
び
「
宝

永
四
年
の
大
潮
」（
資
料
⑧
）
の
他
、「
築
浪
忘
れ
艸
」
及
び
木
版
刷
り
の

瓦
版
「
嘉
永
七
年
寅
十
一
月　
大
坂
大
地
震
大
津
浪
」
を
含
む
。

（
34
）https://w

w
w

.lib.w
akayam

a-c.ed.jp/m
onjyo/archive/

　

kom
onjyo/taikyu_goryo_bunko/index.htm

l

〉

（
35
）
前
掲
注
（
10
）
参
照

（
36
）〈http://w

w
w

.tow
n.yuasa.w

akayam
a.jp/publics/index/

　

130/

〉
令
和
四
年
二
月
三
日
ア
ク
セ
ス

（
37
）〈http://w

w
w

.tow
n.yuasa.w

akayam
a.jp/files/lib/

　

11/1049/202112151913004138.pdf
〉
令
和
四
年
二
月
三
日
ア

ク
セ
ス

（
38
）
同
前
三
九・四
〇
頁

（
39
）〈https://w

w
w

.tow
n.hirogaw

a.w
akayam

a.jp/kyouiku/

　

rekishibunka/rekim
achi.htm

l

〉
令
和
四
年
二
月
三
日
ア
ク
セ
ス

（
40
）
日
本
遺
産
「
百
世
の
安
堵
」
特
設
サ
イ
ト
〈https://hyakusei-

no-ando.com
/

〉
令
和
四
年
二
月
三
日
ア
ク
セ
ス

（
41
）
前
掲
注
（
８
）
平
井
氏
報
告

（
42
）
前
掲
注
（
23
）
書
一
六
四・一
六
五
頁

（
43
）
前
掲
注
（
26
）
目
録

（
44
）〈https://w

w
w

.lib.w
akayam

a-c.ed.jp/m
onjyo/archive/

kom
onjyo/inam

ura_shibuya/index.htm
l

〉

（
45
）
前
掲
注
（
10
）
砂
川
記
事

（
46
）
松
本
泰
明
「
近
世
・
近
代
移
行
期
の
大
蔵
書　
和
歌
山
県
立
図
書
館

所
蔵
「
濱
口
梧
陵
文
庫
」」（『
和
歌
山
県
立
文
書
館
紀
要
』
第
二
十
三
号
、

令
和
三
年
〈https://w

w
w

.lib.w
akayam

a-c.ed.jp/m
onjyo/
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